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Requiem for Fukushima （オーケストラ作品）ドイツ世界初演 2012

GUIを使ったプログラミング例

清水研究室

人文社会科学系 教授

清水  研作  SHIMIZU Kensaku https://kensakush
imizu.com

作曲と音による芸術表現

●キーワード● 芸術表現、創作、音、音楽、芸術と工学

　日本古来の美意識と幽玄な世界を音で表現するため、
従来の作曲法だけでなく、アルゴリズムを用いて未聴覚
な響きや構造を模索し、題材や要望に合った「世界観」を
作曲を通して表現し、オーケストラ、室内楽、コンピュー
タなどによる作品として制作、発表しています。

　私の研究室では、従来の作曲のほかに、GUI
(グラフィカル・ユーザー・インターフェイス)を使い、ア
ルゴリズムを用いた音楽作品の制作、システム構築など
を行っています。芸術的な視点、表現方法と、数式など芸
術領域以外の方法、概念を組み合わせることで、幅広い
表現や様々な種類の音を生み出すことができます。芸術
と工学の融合という新たな環境が、この研究を可能にし
ています。

　

論文:コンピュータ音楽とその作曲への応用（新潟大学教育学部研究紀要、人文・社会科学編, 8巻1号, pp.81-94）
著書（楽譜）: 独奏フルートのための「異なる時空II」（㈱音楽之友社　2004）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　国内外での委嘱作品発表の経験から音楽文化の
発展へ寄与していきます。

・音楽の新たな取り組みや作品制作に関心のある自
治体・企業
・映像など他の分野や表現でのコラボレーションに
関心のある方

関連する知的財産
論文 等

専門分野 作曲、アルゴリズムコンポジション、芸術、コンピュータ音楽長尾研究室（ブランディング研究）

人文社会科学系 准教授

長尾　雅信  NAGAO Masanobu http://www.eng.
niigata-u.ac.jp/~
nagao/

企業のエシカル・ブランディング

●キーワード● ブランド力の向上、エシカル消費、価値共創、SDGs（sustainable development goals）

　現代の企業は、単なる企業の社会的責任の追求から、
地域社会の経済活動や社会条件を改善しながら、自らの
競争力を高めることが求められています。これは共通価
値の創造（Creating Shared Value, CSV）として認識
が広がっています。また持続可能な開発目標（SDGs 
sustainable development goals）は、重要な経営課題
として企業と社会の関わりのあり方を問うています。
　本研究室では県内外の企業とCSVに取り組んできま
した。例えば、新潟市内の貸衣装店、県内の織物メーカー
と卒業式用の晴れ着の商品開発「カワイイニイガタキモ
ノプロジェクト」を実施しています。新潟の若い女性が
卒業式という晴れの場で、新潟の伝統衣裳に袖を通すと
いう感動体験を通して、新潟の織物あるいは新潟という
地域に愛着を抱いてもらうことを目的とし、県内織物産
業の活性化と伝統文化の継承に寄与しています。プロ
ジェクトでは大学生の発想を引き出すワークショップ
によるデザイン決定、マーケティング調査による価格帯
の導出により、製作を行いました。製作後は大学内での
着物撮影会、新潟美人100人会議などにてのファッショ
ンショー、SNSを通じたプロモーションを展開しまし
た。

『プレイス・ブランディング』有斐閣，2018
「カワイイニイガタキモノ‐斬新デザインで若者に的」日本経済新聞，2018/9/19付　朝刊
「地域創生と伝統工芸＃1～3」電通報，2015

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　国内外の企業に対する社会性を意識したブラン
ディング、マーケティングのアドヴァイス経験をも
とに、貴社のブランド価値向上に結び付く調査、プロ
ジェクトの展開が可能。

・地域のブランディング、社会課題の解決に積極的
に取り組みたいと考える企業、団体。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 地域ブランディング、関係性マーケティング、CSV（Creating Shared Value）

伝統工芸の活性化の取り組み（カワイイキモノプロジェクト）

企業と地域との関わり方の変容

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 8-17-5


